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この20  16 年の教育実践結果を本研究会に報告した際、GeoGebra を利用した教育
実践をされた明治大学の阿原先生のご講演 [2] を拝聴した。GeoGebra は無償のソフト
ウェアであり、かつ教材を専用サイトにアップロードすることで、教材配布のために専
用サーバを用意する必要もない。動作させる端末にも何もインストールする必要がなく、






























リント内に書かれた QR コードから  y=x^{2}+c の  c をスライダーで操作すると、  y=x^{2}+c
図1 (a), (b) に示すグラフが自動的に変化する。それを操作させながら関数  y=x^{2}+c
における、定数  c が負の場合、  0 の場合、正の場合におけるそれぞれの解の個数と、交
点の座標を答えさせた。
次に判別式  D をプリントに記述させたあとで、  y=ax^{2}+bx+c における  a,  b,  c をそれ
ぞれスライダーで変化させると、表示されている判別式も変化していく様子をみること
ができる教材 (図2) を読み込ませた。これを操作させながら  y=ax^{2}+bx+c が、  x
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 (a)c が正の場合  (b)c が負の場合
図1: 二次関数と  x軸の共有点の教材
図2: 二次関数の判別式の教材
2.2 二次関数の定義域と値域に関する教材
定義域と値域の単元で作成した教材は、図3に示した二次関数  f(x) における定義域
 a\leq x\leq b (  b-a=一定) の  a をスライダーで動かしたときの値域の変化をわかるよう
にしたものである。生徒には図3のように  b<0 , 定義域が  0 を含む場合,0  <a の三つの
場合について考察させ、それぞれの最大値、最小値、値域をプリントに書き込ませた。
また  y=(x-2)^{2} における定義域  0<x<a の  a をスライダーで動かした場合、  f(x)
の最大値 最小値がどのように変化していくかを示した教材も準備した (図4) 。この
教材を動かすとき、最大値にまず着目すると  a<4 までは  f(0) 。  a=4 のときには最大
値をとる点が  f(0),  f(4) の2点現れる。また  4<a の場合には  f(a) となっていくことが
わかる。最小値は定義域が  x=2 の軸を含まない場合には、最小値は  f(a) になる。しか
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(a)  b<0 の場合 (b) 定義域が  0 を含む場合  (c)0<a の場合
図3: 二次関数の定義域と値域に関する教材1









この単元では  y=(x-p)^{2}+q の  p と  q をスライダーで変更可能な教材を作成した (図
5)。変更前のグラフは表示されたまま、変更後のグラフが現れ、元の形と見比べるこ





三角比の単元ではスライダーで角度  \theta を変更すると  \sin\theta,  \cos\theta,  \tan\theta それぞれの値が表
示される教材を作成した (図6) 。この教材では図中に  \theta を表す弧のほかに、  \theta が90度を
超えると   180-\theta の角度を表す弧が表示されるように作成した。これにより  \sin(180-\theta)=






もちましたか?」という設問では3択で 「  Yes 」 7名、「どちらともいえない」  3名、「  No 」
2名、「黒板だけの授業よりわかりやすかったですか?」という設問では同じく3択で
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